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厚生労働省などでは、平成 27 年から転倒災害防止

に取組んできましたが、大分県では、依然として、  

転倒災害の増加傾向に歯止めがかからず、休業４日 

以上の労働災害の中で転倒災害が全体の 2９．9％を

占め、最も多くなっています。 

令和５年度から始まった第 14 次労働災害防止計画

においても、転倒災害を労働者の作業行動に起因す

る労働災害として位置づけ、災害件数の減少を目指

すこととしています。 

本ページでは、大分県における転倒災害の特徴と 

効果的な転倒災害防止対策を解説します。 

 

  大分県では、労働災害のうち、転倒災害が２９．９％を占めています  令和 5年 

 

事故の型別労働災害の推移｜全産業 

  転倒災害の約７割は、第三次産業の職場で発生しています 

転倒 

墜落、転落 

はさまれ、巻き込まれ 

通路

44%

階段等

9%

その他の

用具

6%
建築物、構築物 5%

荷姿のもの

3%

作業床など 3%

その他

30%

  転倒災害の起因物の半数は「通路」です 

転倒災害の業種別発生割合｜令和５年 

転倒災害の起因物別割合｜過去５年 

転倒災害の業種別発生状況 大分県 

第
三
次
産
業 

☞転倒災害は、平成 22 年と比較すると、 

製造業以外の主要産業で増加しています。 

☞転倒災害のうち、68％が第三次産業の職場

で発生しています。 

☞平成 22 年との比較においても、第三次産業

の増加率が高くなっています。 

☞転倒災害の起因物は、「通路」が最も多く、  

４4％を占めています。 

※出典は労働者死傷病報告 

※出典は労働者死傷病報告 

※出典は 
労働者死傷病報告 

※出典は令和元年 
から令和 5 年の 
労働者死傷病報告。 
確定後の受理を含む。 
（以下同じ） 
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●敷地内の砂利道で転倒した（病院・女・50 代・20 日） 

●床清掃後に乾燥中のワックスですべった 

（小売業・女・50 代・6 日） 

●凍結した屋外通路ですべった（飲食店・女・70 代・1 週） 

●浴室掃除中にすべった（社会福祉施設・男・60 代・4 週） 

☞5 年間の男女別発生件数は、 

男性：736 女性：1,177 

と女性が多くなっています。 

☞とくに 50 歳代以上の女性の 

発生件数が多く、全体の 50％

を占めています。 

☞50 歳代以上の男女比は 

概ね１：２となっています。 

50 歳代以上の 

女性労働者への 

転倒災害防止の 

取組が必要です。 
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  転倒災害の５０％は、５０歳代以上の女性が被災しています 

転倒災害の年代別・男女別発生状況｜過去５年 

  発生状況別では、つまずきが 54％を占めています 
 

※出典は令和元年から令和５年の労働者死傷病報告。確定後の受理を含む。 

（人） 大分県 

大分県で過去３年間（令和３年～５年）に発生した転倒災害を、発生状況別につまずき、 

すべり、踏み外しに分類した結果と、各発生状況別の災害事例は以下のとおりです。 

転倒災害の発生状況別分類｜過去３年 

54％ 

23％ 

11％ 
11％ 

設備、荷物、コード等に 

足を引っ掛けた 257 
何もないところで転倒、 

足がもつれた 194 

作業場又は通路の段差につまずいた 

作業場・通路以外の障害物につまずいた 

その他  
23 

92 85 

●停めていたフォークリフトの爪につまずいた（食料品製造業・女・60 代・2 週）※期間は休業見込期間 

●走って移動中、パレットにつまずいた（電気機器用・通信機器用部品製造業・男・30 代・9 日） 

●厨房で作業台の脚に、足が引っかかった（社会福祉施設・女・70 代・24 日） 

●出入口の泥落としマットが浮いていたため、つまずいた（小売業・女・50 代・3 週） 

●扇風機のコードに足を引っかけた（印刷・製本業・女・70 代・１か月） 

●病院の廊下を小走りで移動中、つまずいた（病院・女・50 代・１か月） 

●調理室内で清掃中、排水溝の蓋を開けていたところ、排水溝に足が落ちた（食料品製造業・女・40 代・6 週） 

●お客様の荷物を運んでいるときに駐車場の車輪止めにつまずいた（タクシー業・男・50 代・２か月） 

雨で濡れた通路、未舗装の通路等で滑った 

127 81 

85 55 123 

車両系機械とともに転倒した 8 

こぼれていた水、洗剤、油等で滑った 

凍結 
積雪 
48 

浴室 
21 

階段を踏み外した 

踏み台、作業台等を踏み外した 

動作の反動で転倒 
利用者とともに転倒 
自転車、バイクで転倒など 

●階段を下りていたところ、最後の１段を踏み外した（小売業・男・60 代・1 か月） 

●踏み台（高さ 50 ㎝）に乗って商品整理中、床面に降りる際に転倒した（小売業・女・70 代・40 日） 

●勝手口の踏み台の段差を踏み外した（飲食店・女・50 代・１か月） 

←排水溝の蓋 
（グレーチング） 

 

車輪止め→ 

 


